
青水増事業報告 第17号 (1S88)

マナマ コ増殖 試験

松坂 洋 ･須川 人志 ･川村 要 ･荒田 茂

昨年度より試験を開始 し､マナマコの天然における幼生の出現状況､天然採苗および種苗生産に

ついて若干の報告をした｡今年度も､引き続き試験を実施したのでその結果を報告する｡

なお､天然採苗を実施するに当たり協力していただいた平内町漁業協同組合研究会茂浦支部､親

ナマコ採描に協力いただいた横浜町漁業協同組合に感謝の意を表する0

Ⅰ 浮 遊 幼 生 調 査

(1)調査場所 :陸奥湾内の9点 (第 1図参照)

(2) 調査期間 :昭和61年 5月27日～昭和61年 7月訪日

(3) 調査方法 :第 1図に示した調査点で口径25cnの北

原式定量プラソクトソネットを使って

底層から表層までの鉛直曳きにより行

なった｡採集した試料はホルマリソで

固定 し､検鏡して体長別に計数し､出

現数は 17n'当りに換算したo



第 1-1衰 幼生の出現状況

調 査 月 日 調 査 点 体長別出現数 (個/nf) 単位 :p7n 出現数合計4(氾 400～ 500- 600- 7

00-未満 500 600 70

0 8005.27第 1 回 12456789 1.61 0.(カ〟〟〟′′〟1

.610.006.2第 2 回 123456789 0.00〟〟〟

〟〝 `′′〟〟6.9第 3 回 1456789 0.45 0.

450.0



第 1-2表 幼生の出現状況

調 査 月 日 調 査 点 体長別出現数 (個/nf) 単位 :pm 出現数合計400 400- 500- 600～ 7

00-未満 500 6α) 70

0 8006.16東 4 回 123456789 0.45 1.81 0.450.75 0.380.54. 2.710.000.750.000.380.00〟0

.540.006.23 1456789 0.45 3.62 0.4

5 4.520.78

第 5 回 0.39 0.390.39 2.75 1.571.65 4.71

0.00〟1.650.007.17 12345

67 0.46 1.39 1.8

5第 6 回 0.68 0.68 1.360.383.46 2.69 0.77 1.16 0.380.00
8.(浴0.41 0.41 0.4

1 1.230.93 0.46 0.46 1.85



第 1-3表 幼生の出現状況

調 査 月 日 調 査 点 体長別出現数 (個/nf) 単位 :pm 出現数合計400 400- 500- 600～ 7

00-未満 500 600 70

0 8007.24- 1 0.47 0.471.980.780

.000.417.26第 7 回 2345679 0

.66 0.66 0.660

.39 0.390.41 0.41 0.41

0.820.

930.000.937.28第 8 回 1245678

0.66 0.66 0.001

.320.77 0.38 1.150.41 0.41 0.4

10.47 1.230.00〟0.47調査期間中の水温は第 1回 (5月27日)～第 5

回 (6月23日)までは 10.0-13.0℃､ 第 6回以降水温が上昇し､第8回には16.5℃となった｡昨年

度は5月28日～6月25日で12･0-15･7 ℃であり､今年度は水温が低く推移した｡また

､幼生の出現状況では400Fm未満の小型の幼生が7月下旬でも見られたことから､産卵盛期は6月中旬から7月下旬で

､昨年度と比べやや遅 く長く続いたものと思われる.幼生の消長を確認するために7月まで

調査期間を延長して実施したが､今年度も採集した幼生はオーリクラリアだけで､変態後の ドリ

オラリア､ペソタクチュラ幼生は採集できず付着期は不明であった｡ 2年間の浮遊幼生調査から

湾央部での幼生の出現数は非常に少なく､付着期の把握も難しいことから､天然採苗に結びつけた浮遊幼生調査を考えると､天然採苗を行なう地先に限



第 2図 湾内での幼生の分布 状況
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Ⅱ 天 然 採 苗

(1) 調査場所 :平内町茂浦 水産増殖セソタ-前沖

(2)試験期間 :昭和61年 5月28日～昭和61年12月22日

(3) 試験方法 :採苗器はホタテ丸篭に付着用材質を入れ､5月28日に水深 57nに垂下し､12月22

日に取 り上げて稚ナマコの付着数､体重を調べた｡また､採苗器を取 り上げる 1

週間前 (12月15日)に垂下した地点およびその周辺で潜水により207n2の枠取 り調

査を実施し､採苗器からの落下椎ナマコの調査を行なった｡

結 果 と 考 察

採苗器別の椎ナマコの付着数および平均体重を

第 2表に示した｡昨年はパソライ ト波板､遮光ネ

ット､杉の葉の3種額を使用し､丸篭10段当りそ

れぞれ59.5個､32.0個､14.0個という付着数であ

ったが､今年度は極端に少なく､杉の葉の5.0個

が最も多かった｡付着椎ナマコの体重組成を第 4

図に示したが杉の葉の付着椎ナマコが過去 2年間

の結果と同様に成長が良かった｡今年度､このよ

うに付着数が少なかったのは､浮遊幼生調査の結

果からわかるとおり幼生の出現数が少なかったこ

とが原因の一つと考えられる｡

また､落下稚ナマコの枠取 り調査結果 (第 3表)

を見ると採苗器の下､採苗器周辺ともにマナマコ

は見られたものの､その体重は19.0-320.09の

大型 のもので今年度発生 したマナマ コではな

く､量的な把握はで きなか った｡採苗した地点

は底質が採苗器の下で砂泥､周辺で岩盤および砂

泥であり､椎ナマコの食性､棲み場から考えると､

条件的にきびしく､落下した稚ナマコがあっても

生存できなかったものと思われる｡

3年間天然採苗を実施 し､椎ナマコの付着数が

少なく年変動が著しいことがわかったが､現在の

方法では初期の付着椎ナマコ数および落下椎ナマ

第 2表 天然採苗付着結果

材 質 ※付 着 数 平 均 体
重(個)

(9)杉 の 菓 5.

0 3.2遮 光 ネ ッ ト

1.0 1.1ホ

タ テ 貝 殻 0.0 -パソライ ト波板 3.0 0.

9※丸

篭10段当り(%)出現 500 1 2 3 4 5

6(9)第 4図 61年度天然採苗

椎ナマコの体重組成コ数の量的な把握が難 しい∩ 今後､採苗器ごとに取 り上げ

時期を変えたり､付着 した椎ナマコが落下 しないような構造の採苗器を使用してこれらの点について検討



第 3表 落下稚ナマコの枠取 り調査結果

調 査 場 所 st.1 (採苗器 下) st.2 (採苗器 周辺

)水 深 7.9M

7.7M底 質 砂 泥

岩盤と砂泥生 物 名 採 拷 数 総 重 量 1m2当 りの分 布 密 度 採 捕 数 総 重 量

17n2当 りの分 布 密 度マ ナ マ コ 胸 (9)(個/7n9 胸 (9) (個/〟)1

56.0 0.05 5 862.0 0.25サンシヨウウニ 5 140.4 0.25 2

20.5 0.10エゾバフソウニ

2 64.2 0.10キタムラサキウ

ニ 46 1,529.0 2.30ヒ ト デ 1

55.1 0.05 - - -ニホ ソ ヒ トデ 1 280.0 0.05 1 175.3 0.0

5イ トマキヒトデ 13 370.0 0.65 41 880.0 2.

05エ ゾ ヒ トデ - - 1 9.7 0.05

ウ ミ ウ シ 1 0

.05 - - -ア カ ザ ラ

- - 8 405.0 0.40ホ タ テ 21 1,682.0 4.20 ll

994.9 2.20Ⅲ 人工 採 苗 試 験(1) 試験場所 :青森県水産増殖セソタ-(2

)試験期間 :昭和61年 6月 5日～昭和61年 7月3)日(3) 試験方法 :1)産 卵 誘 発

使用した親ナマコは昭和61年 5月27日に茂浦地先で採描 した51尾と6月 4日に横浜地先で採

描 した37尾､合計88尾である.採描 した親ナマコは産卵誘発まで11-13℃の水温で無投

餌飼育した｡産卵誘発は 6月 5日から7月 1日にか

けて 6回､飼育水温を温海水に切 り換え徐々に20℃まで加温 して行なった｡反応 した個体はそれぞ

れ誘発槽より取 り出して他の水槽に収容 し､放精､放卵後受精 させた｡2)幼 生 飼 育6

回の産卵誘発で得 られた幼生を500Bダイライ ト水槽に44-99万個を収容 し､飼育水槽はウォタ-バス方式により著 しい水温変化が生 じないようにした｡餌料はPavlova lutheriを

飼育水 1cc当 り10,000細胞の密度で与えた｡飼育は止水で通気 し､換



3)餌料別幼生飼育

6月18日､20日および7月 1日の産卵誘発で得られた幼生を使用した.308パンライ ト水槽

に飼育水 1cc当り1個体の密度で収容 し､餌料としてChlorellasp.Pavlova lutheri､

Chaetocerosgracilis､Phaeodactylum tricornutum を飼育水 1cc当り10,000細胞

の密度で与え､換水は3日に 1回 Tv2換水 した｡

結果および考察

(1) 産 卵 誘 発

6回の産卵誘発ですべて反応が見られ､6月17日以外は受精卵を得ることができた (表 4表

参照)｡受精率は90.7-98.0%と高い値を示 したがふ化率は7.6-75.1%とバラツキがあった.

なお､6月 5日は日中に水温が急上昇して自然産卵があり､その時点の飼育水温は16.6℃であ

った｡また､産卵誘発では 18.0-20.4℃の範囲で放精､放卵が見られ､昨年同様約20℃の加温

で採卵できた｡

第 4表 産卵誘発および幼生飼育結果

誘発月 日 採 卵 数 受 精 率 浮上幼生数 収容幼生数 水 温 採苗幼生
数 生 残 率(千個) (%) (千個) (千個) (

℃) (千個) (%)6.5 7,750 95.5 不明 500
19.3-22.0 270 54.0

520 19.3-21.9 340 65.4

500 19.3-22.0 2CX)
40.06.16 1,89)

- 140 - - - -6.17 - - - - - - -6.

18 1,500 98.0 6SX) 400(200) 19.0-20.3 6

0 15.06.20 7,070 94.3 5,310 970 19.0-20.3 170 17.ー59獣) 18.8-20.3 0

0.0530 19.0-20.4 200
37.7500

(200)



(21幼 生 飼 育

採百時の生残率を第 4表､幼生の体長変

化を第5図に示した｡ 6月20日採卵群では

受精後10日で ドリオラリアが出現､16日日

にペソタクチュラ､18日目に一部椎ナマコ

に変態 した幼生が見られた｡収容密度が飼

育水 1cc当り2個の水槽では4-5日ほど

変態が遅れたが､24-26日目には全水槽の

幼生が椎ナマコに変態したため採苗したハ

採苗時の生残率は0.0-65.4%であったが

2個/1ccの水槽は0.0-17.5%で生残率が

低かった｡

得られた椎ナマコを波板を設置した水槽

に採苗したが､採苗直後に大量へい死が生

細
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第5図 6月20日採卵群の幼生の体長の変化

じた｡その原因として採苗後椎ナマコの流失をなくするために3日間止水にしたことにより水温が

急上昇したことと椎ナマコを飼育水槽より取 り上げる際､剥離のショックが大きかったことが考え

られる｡

採苗後 3ケ月目に付着状況を調べたが､椎ナマコの生残が認められなかったため飼育を中止した｡

(3) 餌料別幼生飼育

第 5表に試験結果､第 6図､第 7図

に幼生の休長変化を示した｡第 1回は

試験開始後 1週間で幼生のへい死が多

かったため試験を中止した｡第 2回は

受精後10日の幼生 (オーリクラリアか

らドリオラリアに変態間近のもので試

験開始までPavlovaを与えていた幼生)

第 3回は受精後 4日の幼生 (オーリク

ラリアになったばかりの幼生)を使用

している｡その結果､第 2回では第6

図を見てわかるとおり､別々の餌料を

使用しても､スムーズに休長の収縮が

みられ､ ドリオラリア､ペソタクチュ

ラ､椎ナマコに変態 し､16日目に試験

を終了し椎ナマコの生残数を調べた結

果､ 開始時か らの生残率は平均で

Chlorella区が 28.2%､Pavlova

区では33.8%､Chaetoceros区 22.8

%､Phaeodectylum区が 27.8%で.
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第 6図 第 2回飼料別飼育における水温と幼生体長の変化
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第 5表 餌料別幼生飼育試験結果

回次 収容幼生数 使 用 餌 料 飼育水嵐 終了時幼生数 生残
率 備 考(個) (℃)

(個) (%)1 25,000〟 Chlorellesp. 18.8-20.9(19.9).
受精後 5日目の幼生を使用〟

〟 PaVloValutheri〟〟

Chaetocerosgracilis〟〟 Pha

eodactylumtricornutum2 25,000〟 Chlorella sp. 17.9-22.9(20.2) 8,4(氾5,70
0 33.622.8 受精後10日目の幼生を使用〝■〟 PaVloVa

lutheri 9,3007,600 37.230.4〟〟 Chaetoce

rosgracilis 5.7(刀5,700 22.822.8〟〟 Phaeodact

ylumtricornutum 8,8005,100 35.220.43 20,000〟 Chlorellasp. 19.4
-23.9(21.0) 55,0(氾 0.0325.0 受精後 4日目

の幼生を使用〟〟 PaVloValutheri 3332,200 1
.7ll.0〟〟 Chaetocerosgracilis 2001,200
1.0
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日 数第 7図 第 3回餌料別飼育における水温と

幼生体長の変化Pavlova区が最もよい生残率であった｡しかし､第 3回では､第 7図からChlorel

la区では他の餌料区で体長が収縮し変態 したにもかかわらず､オーリクラリアのままであった∩ 試

験開始後24日目に試験を終了し､その生残率を調べた結果､平均でChlorella区12.7%､Pavlov

a区では6.4%､chaetoceros区が3.5%､Phaeodactylum区が3.0%でChlorella 区

が最も高いが､Chlorella区はほとんどがオーリクラリア幼生で他の試験はすべて椎ナ

マコであった｡このことから､オーリクラリア期での餌料の違いが変態後の幼生に影響がでるも

のと考えられ､昨年同様､初期餌料としてChlorellasp再ま不適であると思われる. ただし､今

回使用した餌料は､すべて飼育水 1cc当り10,000細胞の密度で与えており､各餌料間のボリューム

に違いがあるため､今後､投餌量の検討

が必要である｡Ⅳ 中

間 育 成(1)試験場所 :平内町茂浦 水産増

殖セソタ-前沖(2)試験期間 :昭和60年12月27日～昭和6

1年 5月15日(3)試験方法 :供試した椎ナマコは昭和60年 5-6月に採卵して得られた人工種苗

と天然採苗で得られたものである.これらの種苗を60×60×60cmの塩ビパイプ枠に

ナイロソモジ網(目合 3訊n)を覆ったものに収容した.付着器材としてタキロン製波

板を1枠 (20枚入れ)を入れ､水深57nの海底に設置し､中間育成を行なった.



結果および考察

第 6表 中間育成結果

種苗の別 収容尾数 開始時の重量(平均) 終了時の重量(平均) 増 重 量 生 残 数

生 残 率天 然 種 苗 lfX)陶 0.0-3.7(9)(0.41) 0.3-12.7(9)(2.80) 2.39(9) 12

4陶 65.3eTo)1人工種苗 23. 2(氾400400 0.0- 1.3(0.50)0.0- 1.3(0.50)0.0-0.3(0.03) 0.1-23.0(3.74)0.1-29.0(2.59)0.1-0.6(0.22) 3.242.090.19 17527
871 87

.
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-[ 十 二二]61.5第8図 中間育成後の稚ナマコの体重組成の変化 中間育成結果を第6表に示したが､開始時最も小型

であった人工種苗 3区では生残率が17.8%と極端に悪かった｡ま

た､他の区では65.3-87.5%であるが昨年度と比べると低い生残率であっ

た｡人工種苗 3区では開始前から網の目から逸散するものが見られ､取り

上げの際中間育成篭外部に多数の椎ナマコが発見されて

いたことから､減耗の他に逸散があったために極端な生残率の低下が見られた

ものと思われる｡椎ナマコの成長は人工種苗 1区が最も良く増重量が

3.249で､次いで天然種苗区､人工種苗 2区､3区の順であった｡昨年

度､平均体重0.549の椎ナマコ100尾を同様の方法で中間育成して増

重量2.689､生残率91.0% であったが､今年度､平 埼 体重0.509の稚ナマコを200尾収容で増重量3.249､生残率 87

.5yo､また400尾収容で増重量 2

.099､生残率 69.5%であった.このサイズでは200 尾の

収容密度が有効だと思われるが､量産が可能になった場合､大量に中

間育成することが必要であるため､もっと高密度での中間育成も検討し

なければならない｡また､第8図に各試験区の開始時と終了時の

体重組成を示した｡昨年同様､天然種苗区､人工種苗 1､ 2区で

は トビが出現した｡人工種苗 3区では増重量が0.199で､昨年の陸上飼育よりも成長が悪




